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	 宇宙空間で観測される高エネルギー粒子は, 無衝突衝撃波による非熱的な粒子加速機構を経て生
成されると考えられている. 相対論領域ではFermi加速として知られているように, 粒子は電磁場
の波に乗り, そのエネルギーを増加する. しかし, 相対論的粒子を生成するための非相対論領域で
の粒子加速機構は, 電磁場と荷電粒子の相互作用によりさまざまな非線形現象が現れるため, 詳細
な物理過程が明らかではない. 無衝突衝撃波の非相対論領域での粒子加速機構を理解するためには, 
無衝突衝撃波と相似な高速プラズマ流を実験室系で生成し, 磁場中でのプラズマ挙動を実験的に評
価する必要がある.  
	 本研究は高速プラズマ流と磁場の相互作用を理解するため, パルスパワー放電を用いて1次元高
速プラズマ流を生成し, 垂直磁場中での挙動を実験的に評価することを目的とする. 実験室系で高
速プラズマ流を生成するため, 我々はテーパー・コーン型プラズマフォーカス装置を開発した[1, 2]. 
テーパー・コーン型プラズマフォーカス装置はコーン型電極, テーパー型電極, およびアクリルチ
ューブ(長さ20mm)から構成される. 電極間にパルス大電流(ピーク電流100kA, 半値幅3µs)を流し, 
プラズマフォーカスを利用して熱プラズマを生成する. 熱プラズマと前方ガスの圧力勾配によりプ
ラズマ流が駆動され, アクリルチューブによりプラズマをガイドすることで, アクリルチューブ内
部を1次元的に流れるプラズマ流を生成する. チャンバー内部の圧力はロータリーポンプとターボ
分子ポンプにより0.1Pa~0.5Paに調整される. プラズマ流の流れ方向xに対して垂直磁場Bzを印加す

るため, アクリルチューブに永久磁石を設置する.  
	 図1はテーパー・コーン型プラズマフォーカス装置で生
成されたプラズマ流のストリーク像である . 空間 (x) 
20mmはアクリルチューブ内部を示す. 図1(a)は磁場を印
加しない場合で, プラズマ流は30km/sの一定速度でアク
リルチューブ内部を流れた. 一方で図1(b)は磁場を印加し
た場合で, 10mmの位置でピーク25mTの垂直磁場が印加さ
れている. プラズマ流は初期に26km/sの速度で流れてい
たが, 15mmの位置で7km/sに減速した. 磁場の印加により
プラズマ流が減速したため, プラズマ流は磁気圧を受け
て減速したと考える. またイオンコレクタ計測から, 減
速したプラズマ流に先行した, 加速イオンの電流を観測
した[3]. 本講演では垂直磁場中でのプラズマ挙動を評価
するため, プローブ計測により電子温度, 電子密度を計
測し, 磁気レイノルズ数およびプラズマベータについて
検討した結果を報告する.  
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図 1	テーパー・コーン型プラズマフォ

ーカス装置で生成されたプラズマ流の

ストリーク像.	(a)磁場なし,	(b)磁場あ

り.		
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